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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
申請事業について説明のレジュメです
この順に説明します



 虹の丘地区の人口減少と高齢化の進展とコロナ禍による防災意識･行動変化
令和４年度に実施した防災に関するアンケート調査

(全世帯）において、単身高齢世帯の増加傾向や自

宅避難志向が浮き彫りとなった。

１．背景と目的

（１）背景
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アンケート調査世帯状況(回答数582)

(参考)令和6年10月現在住基台帳世帯数と人口

単身世帯の年齢構成
70歳以上41.9%
80歳以上35％

80歳以上の回答者における状況
①防災に関する情報や知識有する方々が９割以上
②自宅避難を志向する方々が３割強
③家具などの転倒防止対策未実施の方々が３割強
④非常用持出し袋の未準備の方々は６割強
⑤携帯トイレの未確保の方々が７割強
⑥健康状態で歩行が困難と答えた方が１割強

町　名 世帯数 人口総数

虹の丘１丁目 500       1,071     

虹の丘２丁目 297       643        

虹の丘３丁目 266 565
虹の丘４丁目 490 1013

計 1,553  3,292   

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
はじめに現状課題の把握状況です
虹の丘団地は昭和50年代に造成、順次分譲され、東日本大震災後人口減少が進み、高齢化率も上昇傾向にあります。
令和４年度行った防災に関するアンケート結果から、単身世帯が２割近く占め、その多くが７０～８０歳代の高齢者でした。
コロナ禍の影響で、自宅避難を中心に意識されている住民が多く、特に高齢世帯では災害への備えが不十分なところも課題として把握できました




1．背景と目的
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（２）目的

【新しい地域の防災まちづくり推進プロジェクト】

(令和４年度～令和８年度）

目標：虹の丘地区の誰もが安心して安全に暮らすことができ

多世代が交流できるまちになる

【仙台市地域づくりパートナープロジェクト推進助成事業】

令和５年度に同事業の課題検証助成を受けて実施（令和５

年度事業報告レポートを参照ください）

令和６年度より、同事業の協働実践助成を受けるに際して

学校法人 三島学園よりご協力いただき、前年度の取組を

継承して実施できることとなりました

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に事業の目的についてです。
最終的に目指す姿は、令和５年度における課題調査検証助成を受けるに際しても変わりはございません

ただし令和６年度においては、令和５年度に行った地域づくりのパートナー探しではなく、しっかりとパートナーとなりうる学校とコラボする防災まちづくりがしっかりと提携できるようにしていくこととしました。

そこで目標について、より具体的な指標が必要となるため、今回パートナーとして協働で申請することとなった、三島学園さんと連合町内会とで目標値をそれぞれ持つべきとして、代表的なところを具体化したところです。





防災に関するポスター、川柳・標語コンテスト(5月～1月)

地域避難場所(三島学園)における防災訓練(10月)

虹の丘小防災学習と地域との連携(11∼12月)
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２．令和6年度事業の概要
（１）実施内容(時期)と実施体制

防
災
関
連
学

校
連
携
事
業

健康づくり(災害時の食事)を考える講座(8月夏・2月冬)

初めてのスマートフォン講座(9月～11月)

高校生のための介護に関する講座(未実施)

地
域
づ
く
り

関
連
学
校
連

携
事
業

学校法人 三島学園
東北生活文化大学・高校

虹の丘小学校
宮城学院女子大学

虹の丘連合町内会
（関連団体含む）

防災・地域づくり関連事業及び広報事業

実施体制

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
主な事業は、ほぼ令和５年度の取組みの継続しているところが多いのですが、防災関連学校連携による事業として新たな取組みとしては、三島学園と協働して防災訓練が出来るようにしたいというところがメルクマールとなります。
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３．事業実施結果及び評価
（１）防災ポスター及び防災川柳･標語コンクール

① 虹の丘防災ポスターコンクール

対 象：生文高美術・デザイン学科
１年生８１名

応募数：７５作品
審 査：同校文化祭｢生文祭｣(9/7)に展示

同時審査(最優秀１優秀２入選６)
審査員：同学校長、同学科長、講師及び

連合会長ほか
審査結果は右記の通り⇒

なお、優秀作品は
各町内会掲示板に掲示

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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３．事業実施結果及び評価
（１）防災ポスター及び防災川柳･標語コンクール

② 虹の丘防災川柳・標語コンクール

対象：生文高普通科
作品：４３作品
審査：連合町内会に審査会を設置。

審査結果(最優秀１優秀３作品)
審査員：連合町内会長及び各町内会長

で構成し令和7年1月に審査

なお、優秀作品はポスター
として各町内会掲示板に掲示 →

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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３．事業実施結果及び評価
（２）防災訓練

防災訓練(参集訓練)

対 象：虹の丘地区住民
参集者：３０名
概 要：三島学園が地域避難場所として

協力して戴いたことから、東北
生活文化大学主催の防災講演会
と併行して当学園に参集するこ
とで地域で一時的に避難できる
場所としての周知を図る

注 記：当日は虹の丘コミセンまつりと
同時開催となった

各町内会より開催チラシ配布 →→→

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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３．事業実施結果及び評価
（３）虹の丘小学校防災学習と地域との連携

虹小「防災標語作成」

令和５年度に続き虹小５～６年生の防災標語作品７３作品
各町内会掲示板及び虹の丘コミュニティセンターにて掲示

一丁目町内会集会所 二丁目町内会掲示板 三丁目町内会掲示板

四丁目町内会掲示板 虹の丘コミュニティセンター掲示板

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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３．事業実施結果及び評価
（４）健康づくり講座

①夏の健康づくり講座「いざというときに備えよう、防災食」
日 時：令和６年８月２４日(土)10時～11時半
会 場：東北生活文化大学４号館
参加者：住民２８名
講 師：鴫原美智子同大学准教授
内 容：カレーピラフやナポリタン

を実演・試食

②冬の健康づくり講座「いざというときの備えと災害時の食事」
日 時：令和７年２月８日(土)10時～11時半
会 場：東北生活文化大学４号館
参加者：住民１７名
講 師：講 演 ：齋藤由美子仙台市立榴岡小学校教諭

実演・試食：鴫原美智子東北生活文化大学准教授
内 容：講演は避難所運営ゲーム(HUG)

実演・試食はお湯を使わない
で作るトリュフ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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３．事業実施結果及び評価
（５）初めてのスマートフォン講座

初めてのスマートフォン講座「お散歩ビンゴづくり」

宮城学院女子大学生活文化デザイン学科
佐藤芳治准教授とゼミの学生による企画
の昨年度に続く講座の第２弾！

１回目 ９月２８日(土)13:00～15:00(参加者７名)
内容はスマホの使い方案内など

２回目 １０月５日(土)13:00～15:00(参加者６名)
内容はビンゴのネタ探しまち歩き

３回目 １０月１２日(土)10:00～12:00
内容はビンゴカードづくり

４回目 １０月２６日(土)11:00～13:00
内容はお散歩ビンゴ大会

会場は全て虹の丘コミュニティセンター
開催状況(写真)

開催案内チラシ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。



３．事業実施結果及び評価
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（６）評価その１
 評価ポイントに基づく評価は以下のとおりです

 ①試行する取組みの周知を図る(ポスター・チラシ及び広報紙)

 →住民参加者数及び応募学生数が前年度より増加

 ②試行する取組みごとに評価(アンケートまたはヒアリング)を行う

→参加者住民と応募学生共に防災意識普及

 ③各学校の協力・連携状況の把握(アンケート及び参加状況把握)

 →各学校の取組みへの参加者住民の意識が高まった

 ➃防災訓練での参加者及び施設管理者アンケート

 →避難所に対する認知度向上につながった

①６０%②２７%

③１３%

73%
13%

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に事業の目的についてです。
最終的に目指す姿は、令和５年度における課題調査検証助成を受けるに際しても変わりはございません

ただし令和６年度においては、令和５年度に行った地域づくりのパートナー探しではなく、しっかりとパートナーとなりうる学校とコラボする防災まちづくりがしっかりと提携できるようにしていくこととしました。

そこで目標について、より具体的な指標が必要となるため、今回パートナーとして協働で申請することとなった、三島学園さんと連合町内会とで目標値をそれぞれ持つべきとして、代表的なところを具体化したところです。





３．事業実施結果及び評価
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（６）評価その２
 令和６年度(令和５年度)の各取組み実績は以下のとおりです

①虹の丘防災ポスターコンクール応募作品数 ：75作品(67作品)

②虹の丘防災川柳・標語コンクール応募作品数：43作品(51作品)

③防災訓練(参集訓練)の住民参加者数 ：30名(53名)

④虹の丘小学校防災学習(防災標語作品数)    ：73作品(77作品)

⑤健康づくり講座の住民参加者数 ：45名(25名)

⑥初めてのスマートフォン講座の住民参加者数：延べ36名(同22名)

 令和６年度の各取組みのアンケート結果は以下のとおりです

防災ポスターコンクール応募者 夏の健康づくり講座参加者 初めてのスマートフォン講座参加者

①６０%②２７%

③１３%
回答数76

回答数28

100%

回答数15

73%
13%

役立つ講座だったと皆さんが回答
今後の防災について①自分の向上
②人に伝える③地域防災活動参加と回答

スマホが使えるようになったと回答(86%)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に事業の目的についてです。
最終的に目指す姿は、令和５年度における課題調査検証助成を受けるに際しても変わりはございません

ただし令和６年度においては、令和５年度に行った地域づくりのパートナー探しではなく、しっかりとパートナーとなりうる学校とコラボする防災まちづくりがしっかりと提携できるようにしていくこととしました。

そこで目標について、より具体的な指標が必要となるため、今回パートナーとして協働で申請することとなった、三島学園さんと連合町内会とで目標値をそれぞれ持つべきとして、代表的なところを具体化したところです。





４．令和６年度実施時期と経費
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（１）実施スケジュール

①６０%②２７%

③１３%

73%
13%

月 事業実施内容

R6.4月 他団体と連携関係打合せ

5月 同上

6月 同上

7月 夏祭り

8月 初歩スマホ講座(宮学大)案内広報健康づくり
講座①(東北生活文化大)

9月 生文祭(9/2生文高ポスター審査)，
初歩スマホ教室①

10月 生文高ポスター表彰,生文高川柳・標語審査,
初歩スマホ講座②

11月 初歩スマホ教室③,生文高川柳･標語表彰,防災
訓練(避難所運営訓練),虹小防災学習

12月 虹小(防災標語作成)

R7.1月 健康づくり講座②(東北生活文化大)

2月 R６事業総括報告

3月 R６年度事業報告広報誌発行

（２）使用経費について

事業費総額 ４９．５万円
・仙台市助成金 ４４．５万円
・団体自己資金 ５．０万円

内訳
・人件費 ５．４万円
・報償費 ７．０万円
・交通費 ２．３万円
・消耗品 ２６．６万円
・印刷費 ６．５万円
・通信費 １．７万円
・その他 ０．０万円

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に事業の目的についてです。
最終的に目指す姿は、令和５年度における課題調査検証助成を受けるに際しても変わりはございません

ただし令和６年度においては、令和５年度に行った地域づくりのパートナー探しではなく、しっかりとパートナーとなりうる学校とコラボする防災まちづくりがしっかりと提携できるようにしていくこととしました。

そこで目標について、より具体的な指標が必要となるため、今回パートナーとして協働で申請することとなった、三島学園さんと連合町内会とで目標値をそれぞれ持つべきとして、代表的なところを具体化したところです。





新しい地域の防災まちづくり推進プロジェクト(令和４～８年度)
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５. 今後について

虹の丘連合町内会では標記プロジェクトを５箇年計画で推進していきます
取組んで３年目となりますが虹の丘で暮らす皆様のご参加ご協力が不可欠です

令和４
年度

令和５
年度

令和６
年度

令和７
年度

令和８
年度

防災に関す
るアンケー
ト調査
(泉区区民
協働まちづ
くり助成)

学校連携各
種取組みを
試行
(仙台市地
域づくりパ
ートナープ
ロジェクト
推進助成)

学校連携各
種取組みを
推進
(仙台市地
域づくりパ
ートナープ
ロジェクト
推進助成)

同左

継続できる取
組みを予定

Webアンケ
ート予定

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、終了後の展望ですが、この事業は、本連合町内会のプロジェクトとして令和４年度から始まったが、単独でできるものではなく協働してまちづくり活動を担っていただくパートナーが不可欠。

近隣の各学校に対してパートナーとして如何ですかと声掛けしたところ、ほぼ協力的でしたが、とりわけ三島学園さんの大きな協力が得られることが判り、また幾つかの課題も把握できたことから、この度協働で協働実践助成の申請をいたしました

東日本大震災から１３年、この時期に能登半島地震が発災するなど、いまだ超高齢社会の真只中にある現在、安心安全に暮らしていくための新たな防災まちづくりに取り組むことがますます重要であり、このような取組みをモデルとして、他の地域でも同様な取組みができるものと確信している。
まだ１∼２年目の序盤だが、中盤に向けてパートナーと手を携えて前に進んでいきたい。
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